
TOEIC990点満点
英検1級

コロンビア⼤学
英語教授法修⼠



プロフィール
・コロンビア⼤学⼤学院 英語教授法修⼠
・Educational Testing Service (ETS) 元問題作成者
・英語ジムらいおんとひよこ代表
・IELTS Speaking 8.5, 英検1級, 英語発⾳テストEPT100点

英語圏への留学経験なしで、
英検 1 級合格 15 回以上（奨励賞受賞）

TOEIC 990点満点 15回以上
TOEFL iBT 110点（My Best Score）

アシスタント

はじめての⼈は
概要欄も⾒てね！

＊ETSはTOEIC・TOEFLなどを作成しているアメリカ最⼤のテスト機関だよ！



3.語彙⼒がない

リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴
1.⽂法ができていない

2.基礎的なリーディング⼒がない

4.教材の⾳源でしかリスニングしていない
5.聞けてる気になっているだけで細かい点まで全然聞けてない聞き流しタイプ

6.発⾳を軽視している
7.語法・コロケーションのストックが⾜りていない

8.聞いてる量が少なすぎる



らいおんは、アメリカ⼤学院レベルで第⼆⾔語習得法（SLA）・
英語⾳声学・⾳韻論・第⼆⾔語のアセスメントなどを学んでいて、
修⼠論⽂の研究分野も「第⼆⾔語の語彙習得」といういう分野で、
いわゆる「科学的に⾔語習得にアプローチする」ということを
学んできた⼈間です。

今回の話は英語学習法の「個⼈的経験」をシェアする、ためのものであ
り、⾔語習得の⾒地にもとづいている話でないのでご了承ください。

注意点



どのくらい聞けるようになればいいの？

「ニュース英語9割聞き取り」を⽬指そう



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

1.⽂法ができていない

→⼤学受験レベルでOK



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

→結局リスニングは頭の中でリーディング
して英語を前からそのままの
語順で理解していく必要がある

2.基礎的なリーディング⼒がない



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

→新しい語彙を覚えようとしない。
こういうタイプの⼈は間違いなくどこかで
頭打ちする。

3.語彙⼒がない



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

→問題集のリスニング問題はリスニングしている
気分になる。
いわゆる「⽣英語」とかなり違うものも多い。

4.教材の⾳源でしかリスニングしていない



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

→ 何かしながら聞いてるとか、聞き流しタイプに多い。
⽂意が分かる＝聞けている、と勘違い。
前置詞・冠詞などの聞き取りにこだわらない。
本当に聞けてる状態は、⼀字⼀句全て聞き取れて、
完璧に英語の語順で理解できる状態。

5.聞けてる気になっているだけで細かい点まで
全然聞けてない聞き流しタイプ



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

→ ネイテイブ発⾳でないとダメだと⾔っているわけではない。
早⼝の発話・リスニング難易度が上がるほど
発⾳は重要になってくる。
例：putt, pat, pot, part, pert

6.発⾳を軽視している



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

→ 例：insist on / that など
Swing and a miss. など

7.語法・コロケーションのストックが⾜りていない



リスニング⼒が頭打ちする⼈の特徴

→ ブレイクスルーするには絶対に「量」が必要。
1-7まで全部できた上で、あとはひたすら量。
何か⽋けている状態で量だけ増やしても
伸び悩みする。

8.聞いてる量が少なすぎる



フルスクリプト⼊⼿可能にポッドキャストリストは
概要欄リンクをチェックしてね！




